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Osteoma,a benign proliferative bony tumor,is not common in maxillary sinuses.
We report a case of osteoma in a maxillary sinus and review the literature on similar
cases.A 53-year-0ld manwas referred to our hospital because ofa radiopaque mass in
the sinus and discomfort in the left cheek.The mass was pedunculated an extended
from the inferior walls of the left maxillary sinus.It was extirpated by opening the
maxillary sinus from the canine fossa under general nesthesia.It was histopathologi-
cally diagnosed as osteoma.The patient's po toperative course has been good with no
evidence of recurrence.





月下旬 に再度同部に違和感が出現 したため受診 し,
6の 根尖性歯周炎の診断の もと根管治療 を行 う





下顎では下顎角部,臼 歯部舌側 などに好発 し,上
顎洞内に発生 した報告は比較的まれである1,2)。今
回われわれは上顎洞底部より上顎洞内に発生 した
骨腫の1例 を経験 したので,そ の概要を呈示する
とともに,収 集 し得た過去の報告例 をもとに若干
の考察 を加えて報告する。























タルエ ックス線写真において6根 尖相 当上顎洞
底部に,小 円形,歯 冠大の不均一な不透過像を認
顎顔 面領域 にお ける骨腫 の好発部位 は上顎 では
犬歯窩,硬 口蓋,上 顎洞,下 顎で は下 顎角 の内外
縁,オ トガイ部下 縁,臼 歯 部の舌側 な どと されて
い る1)。karmodyら3)は16,000例の上 顎 洞 エ ック
ス線写真 の うち上顎洞 内に骨腫 が認 め られ たのは
0.4%と報 告 し,本 邦 に お い て はOhbaら4)が
2197例のパ ノラマ エ ックス線写 真 を観 察 し0.9%
(20例)に上顎洞 内骨 腫 を認 めた と報告 し,ま た
他の副鼻腔 と比較 して上顎洞 内 に骨腫 が発生 す る
頻度 は低 い と して い る。骨 腫 の成 因 につ い て,
simonianら5)はembryonal theory,traumatic
粒状の骨様硬の腫瘤を認め られた。腫瘤は上顎洞





























す とされてお り8),また山口 ら7)によれば副鼻腔
においては有茎性または広基性に骨壁に付着 して





発等 も認めない。予後に関 しては摘出 した場合に




した骨腫の1例 を経験 したので,そ の概要 を報告
するとともに,収 集 し得た過去の報告例をもとに
若干の考察を加 えて報告 した。
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絡があり本例において も上顎洞前壁 との交通 を認
めた(表2)。 上顎洞 内骨腫の発生原因 として,
胎生期の異常,外 傷,炎 症などの関与が指摘 され
ているが9～12),本邦 で記載 のあった27例中4例






れ骨腫 とも近接 していたことか ら,根尖性歯周炎
が骨腫の発生および成長に何 らかの影響を与 えた
可能性があるものの確定には至 らなかった。
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